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	子どもの居場所づくり講演会
	特別なことより「おかえり」のひとことを
	　なぜ今「居場所」が必要なのか？その背景を紐解きながら、宮崎市の子どもたちが安心して笑える未来を、市民の皆様と共に考えます。支援と聞くと難しく感じますが、大切なのは「おかえり」と迎える温かな眼差しです。特別なことではなく、地域全体で育む居場所のあり方。今日からできる一歩を、私たちと一緒に見つけてみませんか。
	【第1部】   どの子も安心して過ごせる、地域の居場所づくり
	安里　賀奈子
	講師
	【第2部 】  子どものウェルビーイングを支える、地域の居場所づくり
	萩原　なつ子
	当日は、みなさまからの「子どもの居場所」に関するご質問を受け付け、その場でお答えいたします。 ご質問は、申込フォームへの入力、または当日会場でも受け付けております。


	令和8年
	(土)
	13:30～16:00  (13:00開場)
	宮崎市民プラザ　オルブライトホール
	令和8年 7月25日(土)



